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　１．目的・概要
　兵庫県南部地震（1995年）の飲料用水槽類の被害事例を基に、1996年「建築基準法」が改正され、合わ

せて「建築設備耐震設計施工指針」の見直しならびに「給排水設備技術基準・同解説」の改訂等、建築設

備機器（飲料用水槽類）の耐震技術の重要性が認識された。
一方、2007年新潟県中越沖地震，2011年東日本大地震と大型地震を経験する毎に飲料用水槽の災害時
「防災水槽」とした必要性が改めて求められている。

　２．耐震構造設計
　　　１）耐震設計対応外力

　　　２）槽本体補強構造　槽高さ、設計震度別に表－１の如く設定している。

　　　３）スロッシング対応
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 図-１槽本体構造モデル図

　　　図-２スロッシング対応天井補強梁図

　３．問い合わせ先
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縦フランジ補強部
材
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鉄平架台
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底パネル

側壁パネル

天井パネル

高さ1.5，2.0，2.5，3.0mh　天井格子梁補強

高さ1.0mh 支柱天井補強


